
「ロ ダンに捧 ぐ」 をめ ぐる小 論

賀川恭子

　 19世 紀 フ ランス を代表 する彫刻家 オーギ ュス

ト ・ロダンは、1917年11月17日 、パ リ南西にある

ムー ドンの地で亡 くなった。2017年 は ロダン没後

100年 にあた り、 フランス国立造幣局は4種 類の記

念硬貨を発行 した。10ユ ーロ銀貨、100ユ ー ロ銀貨、

2ユ ーロ記念硬貨2種 類。いずれ も裏面にはロダン

の横顔 と 《考える人》が刻 印されてい る1）。 この

ようにロダンはフランスを代表する芸術家のひと

りとして位置づけられている。

　 遡 ること50年 。 ロダン没後50年 にあたる1967年

に は 「ロダ ンに捧 ぐ」 と題 された5点 の版画が発

表 された。2006年 に姫路市立美術館 と福井市美術

館 で開催 された 「ロダンの系 譜」展で は、序 章

「ロダンへ の讃歌」 のなかでこの5点 が取 り上 げら

れ、これらの版画が1967年 にパ リのルシー ・ワイ

ユ画廊で開催 された 「ヘ ンリー ・ムア、ザツキン、

アダム、 クーチ ュリエ、 ラルデ ラらによるロダン

への讃歌」展で展示されたとの説明が記 された2）。

この版画の国内での所蔵は複数あるものの、これ

まで当館で展示 する機会 は多 くなかった3）。その

ため、 この節 目の年 にあた り、作品の成立背景の

検証、考察をお こないたい。

1.「 ロダンに捧 ぐ」

　「ロダンに捧 ぐ」 を手がけたのは5人 の彫刻家で

あ る ：イギ リス の彫刻家 ヘ ン リー ・ムア （1898
－1986）

、 ロシア出身でパ リを拠点 に活躍 した彫

刻 家オ シ ップ ・ザ ツキ ン （1890－1967）、 イタ リ

アの彫刻家ベ ル ト・ラルデ ラ （1911－1989）、 フ

ラ ンスの彫刻家 ロベール ・クーチュ リエ （1905－

2008）、 同 じくフランスの彫刻家 アンリ＝ジ ョルジ

ュ ・ア ダム （1904－1967） 。5人 とも当時評価の確

立 していた彫刻家 だった。1967年8月27日 に没 し

たアダム、同年11月25日 に没 したザ ツキンに とっ

て、この版画は最晩年の作品のひとつ となる。

　以下、作品の詳細を確認する。

　ヘ ンリー ・ムア 《ロダンに捧ぐ》（fig.1）の 画面

下部中央には 「Homage to Rodin」 と英語での記載

があ り、右下には「Moore」の署名、左下 には「19／120」

の番号 がある。版画 にあ らわ されているの は8つ

の 〈横 たわる人体〉。〈横 たわる人体〉はムーア作

品に頻繁 に登場す るモチ ーフである4）。この版画

では軽 やかな輪郭線 で描 かれ た8つ の人体 が、青

色と黄色の線で塗 られている。いずれ も上体 を起

こして、頭 を持 ち上げ、膝 を立てている。高橋幸

次氏が指摘するように、ムアはロダンか ら多 くの

影響 を受けて、自らの彫刻 を築 く上 に利用 してい

た5）。若 い頃 にロダン風 の作品 （老 人の人物像 と

赤ん坊の頭部） を制作 したこともあったムアだが、

ロダンから適度な距離 をとって制作活動 を行って

いた。1970年 に ムアは次の ような発言を している。

「ロダンは ミケ ランジェロに実に多 くを負ってい

る。だが、ご承知のように、何かをはなはだ しく

好 きになっていると、それに反抗 して反対の立場

を取る ように考えるか もしれない。 しか し内面で

はそれから逃げられない。 これが、ロダンに関 し

て私に起 こったことなのです。徐々に私は分か り

始めました。例えば、黒人彫刻の ような もの、そ

れは簡略化 した制作 プログラムを与 えて くれ ます

が、そ ういった、人が利用 した りそれに影響 され

た りするか もしれない多 くの ものは、 ロダンと比

べ られる ものです。でも、概 して安易過 ぎる、と。

それで時間が経つ と、私のロダン賛美は ます ます

大 きくなったのです」
6）

。

　ロダン同様、若い頃ロダンに傾倒 していたオシ

ップ ・ザツキンは、その後、ピカソらとの交流 を

fig.1

ヘ ン リー ・ム ア 《ロ ダ ン に捧 ぐ》1966年 、 リ

トグ ラ フ 、29.5×24.0cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス

トン美 術 館

Reproduced by permission of The Henry Moore 

Foundation
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通 じてキュビスムの彫刻を制作することになった。

ザツキ ン 《ロダンに捧 ぐ》（fig.2）の画面下部中央

には 「Hommage a Rodin」 とフランス語での記載

が あ り、右下 には 「O.Zadkine」 の 署名、左下 に

は 「19／120」の 番号がある。版画には二人の人物

が描かれている。右側の人物は赤色の輪郭線で縁

取 られて、黄色 と青色で彩 られている。両手 を合

わせて両足 を揃えたこの人物は、いささか従順な

雰囲気を示 している。 この人物 に腕をまわす もう

一人の人物は、黒色 と青色であらわされ、赤い 目

を見開 き、赤い舌を出 してお り、支配的な位置に

立つ ように見える。

　ベル ト・ラルデラ 《ロダンに捧 ぐ》（fig.3）には円、

台形、扇形 といった幾何学的な形態があ らわされ

ている。画面右下には 「Lardera」 の署名、左下に

は 「19／120」の番号が記 されている。 イタリア生

まれの ラルデラは、1947年 にパ リに移住 し、1989

年 に亡 くなるまで同地 に住みつづけた7）。屋外彫

刻 も手がけてお り、1967年 の モン トリオール万国

博覧会ではフランス館正面に彫刻作品 《イル＝ド＝

フランス》が設置 された。垂直と水平方向の鉄板

を組み合わせた 「2次元的彫刻」と同 じ構城 要素が、

この版画にも認め られ る。青色と黒色の無機質な

色合 い、形態の輪郭線のギザギザ した様子は、彼

が用いる金属板 を想起 させる。

　ロベール ・クーチュリエは人体 を題材 とした彫

刻作品 を制作 した ことで知 られる。建築家ジ ョセ

フ ・ベルモ ンの設計 した在 日フランス大使館旧庁

舎 （1957年建 築）入 口に も、 クーチュリエの レリ

ーフ 《芸術》《田園生活》が設置 されていた。 クー

チュリエ 《ロダンに捧 ぐ》（fig.4）の 画面下部中央

には 「Hommage a Rodin」 とフランス語 での記載

があ り、右下には 「Couturier」 の 署名、左下には

「19／120」の番号がある。この版画では左方向を向

く人物 （おそ らくは男性）の横顔 と左耳が大 き く

描かれている。向 き合 う対象 も人物 なのだろうか。

唇のようなかたちがあ らわ されているが、そのか

たちが意味する ところは曖昧である。

　 アン リ＝ジ ョル ジュ ・アダム 《ロダンに捧 ぐ》

（fig.5）の画面下部中央 には 「Hommage a Rodin」

とフランス語での記載があ り、右下 には 「Adam」

の署名、左下 には 「19／120」の番号 がある。人物

彫刻か ら出発 して より抽象的で有機的な形態に向

かったアダムによる作品は、5点 の版画の中でも、

ロダン礼讃 という意味合いをもっ とも直接的に示

している。ふ たつの右手が合わ さったロダン晩年

の彫刻 《カテ ドラル》（fig.6）が 画面中央に描 きこ

まれ、周囲の色帯にも手のモチーフが繰 りかえ さ

れ、帯の左下部分には 「HOMMAGE A RODIN LA 

CATHEDRALE」 の文字が認め られる。帯の左 中

央には 「BALZAC」 の 文字があ り、その下にはバ

ルザ ックらしき人物が、横顔 の男性 と向 き合 って

いる （fig.7）。 この横顔の男性 は《青銅時代》（fig.8）

や 《考える人》（fig.9）を彷彿 とさせる。

fig.2

オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《ロ ダ ンに捧 ぐ》1967年 、

リ トグ ラ フ 、60.2×36.0cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ

ス トン美 術 館

fig.3

ベ ル ト ・ラ ル デ ラ 《ロ ダ ンに捧 ぐ》1967年 、

ア イ ア ン ・エ ン グ レ ー ヴ ィ ン グ、62.3×

49.0cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン 美 術 館

C ADAGP, Paris＆JASPAR, Tokyo, 2018

C1989
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fig.4

ロ ベ ー ル ・ク ー チ ュ リエ 《ロ ダ ン に捧 ぐ》1967年 、

エ ッチ ン グ 、59.0×47.8cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト ン

美 術 館

CADAGP, Paris＆JASPAR, Tokyo, 2018

C1989

fig.5

ア ン リ＝ジ ョ ル ジ ュ ・ア ダ ム 《ロ ダ ンに 捧 ぐ》1967年 、

ラ イ ン ・エ ン グ レー ヴ ィ ン グ 、53.0×39.3cm、 石 橋

財 団 ブ リヂ ス トン美 術館

fig.6

オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《カテ ドラル 》1908年

（1925年 鋳 造 ） ブ ロ ン ズ 、62.2×27.3×29.8cm、

フ ィラ デ ル フ ィア 美 術 館

Auguste Rodin, The Cathedral, modeled 

1908; cast 1925, bronze, 62.2×27.3×29.8 

cm, Philadelphia Museum of Art, Bequest of 

Jules E. Mastbaum, 1929, F1929-7-40, www.

philamuseum.org

fig.7

オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《バ ルザ ッ クの 頭 部 》

1898年 （1925年 鋳 造 ） ブ ロ ン ズ 、50.8×41.9

×38.7cm、 フ ィラ デ ル フ ィア 美 術 館

Auguste Rodin, Colossal Head of Balzac, 

modeled 1898; cast 1925, bronze, 50.8×41.9×

38.7cm, Philadelphia Museum of Art, Bequest 

of Jules E. Mastbaum, 1929, F1929-7-1, www.

philamuseum.org
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　 当館 所 蔵作 品の エデ ィシ ョ ン番号 がす べ て

「19／120」と なってい るこ とから、5点 が同 じセ ッ

トに含 まれ ることがわか る。 これ らの版画 は書

籍 に付随 していた。美術批評家 イオネル ・ジアヌ

（1905－1993） と ロダン美術館館長セ シル ・ゴー

ル ドシデル （1902－1988） が1967年 に刊行 した著

書 『ロダン』（fig.10）である8）。ブリヂス トン美術

館が所蔵する書籍 にも 「19」 という番号が付 され

ている。書籍を確認す ると、巻頭の記載 に詳細が

記 されている。その記載 によると、初版120部 に5

点 のオリジナル版画集 「ロダンに捧 ぐ」が付随 し、

1か ら120ま で の番号が付 された。それぞれの版画

の摺師名も記載 されている ：

ヘ ン リー ・ム ア の5色 の リ トグ ラ フ は 、J・E・

ヴ ォ ル フ ェ ン ス ベ ル ガ ー （チ ュ ー リ ッ ヒ） に

よ り刷 られ た 。

O・ ザ ツ キ ン の9色 の リ トグ ラ フ は 、 ム ル ロ ー

工 房 （パ リ） に よ り刷 られ た 。

ベ ル ト ・ラ ル デ ラ の 彩 色 ア イ ア ン ・エ ン グ レ

ー ヴ ィ ン グ は
、 ラ ク リ エ ー ル ＝フ レ ロ ー 工 房

（パ リ ） に よ り手 刷 り され た 。

ア ン リ＝ジ ョ ル ジ ュ ・ア ダ ム の ラ イ ン ・エ ン

グ レー ヴ ィ ン グ は 、G・ ル ブ ラ ン芸 術 工 房 （パ

リ ） に よ り刷 ら れ た 。

ロ ベ ー ル ・ク ー チ ュ リエ の エ ッチ ン グ は 、 ジ

ャ ッ ク ・ダ ヴ ィ ッ ド （パ リ ） に よ り刷 ら れ た 。

　以上が5点の版画の詳細情報となる。「ロダン礼

讃」の方法は作家によって異なり、それぞれの個

性があらわれている。

　次にこの書籍が刊行された時代背景を検証した
い。

fig.8

オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》

1904年 、 ブ ロ ン ズ 、 高 さ63.5cm、 石

橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館

fig.9

オー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《考 え る 人》1902年 頃 、

ブ ロ ン ズ 、 高 さ37.7cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト

ン美 術 館

fig.10

イオ ネ ル ・ジ アヌ 、セ シル ・ゴ ー ル ドシデ ル 『ロ ダ ン』

1967年 （表 紙 ）
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2．1967年 の ロダン

　 1890年 代 には国際的に評価が高まっていたロダ

ンだが、1905年 頃 か ら若い芸術家たちがロダンへ

の断絶 を主張す るようになったこ とは、「ロダン

を忘れる ？」展 （2009年 、 オルセー美術館）で指

摘 された通 りである9）。没後の評価に も浮 き沈み

があった。カ トリーヌ・シュヴィヨによれば、「1930

年 代 から1950年 代 にかけては、ロダンの彫刻作品

ブームに陰 りが さす。ア ングロ＝サクソン系に よ

る大 きな再発 見の動 きが起 きるの は、1950年 代

の こと」 だった10）。 ブロンクス生 まれの実業家バ

ーナー ド・ジェラル ド・カンター （1916－1996）

は、1946年 に は じめてロダン作品を購入 したのち、

1950年 代 にパ リ ・ロダン美術館 を頻繁に訪れるよ

うになり、美術館でつ くられた鋳造作品を入手す

るようになった11）。1960年 に は美術 史家アルバー

ト ・エ ルセ ン （1927－1995） の 著書 『地獄 の門』

が刊行 され、1962年 には 「知 られ ざるロダン」展

がルーヴル美術館で開催 され、1963年 にはエルセ

ン監修の大 回顧展がニューヨー ク近代美術館で開

催 された。1966年 にはムー ドンのア トリエ兼 自宅

の公開 もは じまった。なお、 日本でのロダン愛好

を示すかの ように、1966年 に 「没後50年 記念 ロダ

ン展」が東京、京都、福岡の4会 場で開催された12）。

　 先に述べた とお り、美術批評家 イオネル ・ジア

ヌとロダン美術館館長セシル ・ゴール ドシデルに

よる著書 『ロダン』 が1967年 に刊行 された。ゴー

ル ドシデルは序文で 「1917年11月17日 の ロダン没

後50周 年 を記念 して、今年 はロダンに関する書籍

が複数刊行 される予定である」 と述べている。 ロ

ダン没後50年 に合わせて刊行 されたこの書籍には、

23名 の美術批評家による 「ロダン礼讃」のメ ッセ

ージに続 き、ジアヌによる 「ロダンの奮闘」「ロダ

ンの生涯 と作 品」、「年表」「展覧会歴」、ゴール ド

シデルによる 「ロダンの彫刻総 目録」 と作品図版

が掲載 された。

　 ロダン研究者 のアルバー ト・エルセンは、 この

書籍の書評 を美術雑誌 『バー リン トン ・マガジン』

1967年10月 号 に寄せた13）。エルセンの書評 は手厳

しい。パ リ ・ロダン美術館 に保管 されている と考

え られ る膨大 なアーカイブ資料 （ロダンの未公開

の素描やスケ ッチブ ック、手紙、メモ、図書、写

真資料、作品制作に関する資料、新聞スクラップ）

を本書では活用 していないことを非難 し、ジアヌ

のテキス トの無味乾燥 さと不正確 さを指摘する。

その上で、ロダン美術館の秘書 とアーカイブ担当

を長年勤めてきたゴール ドシデルが、ロダンのす

べての作 品の完全な情報を提供 しないことを批判

す る。

　 エルセンの書評は、ゴール ドシデルへの不信感

が 目に見えるかたちであ らわれた結果 といえる14）。

というの も、エルセンは、すでに1960年 の 著作 『ロ

ダンの 《地獄の門》』の序文で、「ロダン美術館の

屋根裏の アーカイブには、いまだ未刊行の ロダン

の私的な手紙がい くつ もの箱 に入って保管 されて

いる。 フランスの法律下では、芸術家の死後50年

間はこれ らの手紙を公開されることはない。書簡

で言及された人びとを守るために設け られた公開

禁止期間が満了するのは、1967年 で ある」 と述べ、

この年 に未刊行資料が公開されることへの期待 を

伝 えていだ15）。それだけに残念な気持 ち も大 きか

ったのだろう。

　 この書評に対する著者 ジアヌの 「反論の手紙」

が、『バー リン トン ・マガジ ン』1968年7月 号に掲

載 された16）。ジアヌは、エルセンの文章を 「書評

ではな くて復讐」 と指摘 し、自らの受けた批判へ

の反論を試みる。さらに、 さまざまな大家の名前

を出 して、自らの書籍の意味づけをお こなう。ハ

ーバー ド・リー ドは 「ロダンに関す る美 しい本で

ある。 この本 を見るのは喜びである し、読んで も

興味深い」 と述べ、レイモ ン ・コニアは 「資料 と

思想に富んだ仕事 で、今後必須の書籍」 と評 した

という。だか らこそ 「エルセ ン教授が次にロダン

に関する書籍 を出す ときには、我 々の研究書や と

りわけその資料を参照するに違いない」 とジアヌ

は言 う。この ような皮肉交 じりの文章の詳細 を検

討することは避けるが、ここでは以下 の発言 に注

目したい。

エルセ ン教授は、ロダン礼讃の章 に現代彫刻

家を招待 しなかった とい う点で、我 々を非難

してい ます。この ように指摘 されるというこ

とはご存 じなか ったので しょう。ヘ ンリー ・

ムア、O・ ザ ツキン、ベ ル ト・ラルデラ、ア

ンリ＝ジ ョルジュ ・アダム、そ して ロバー ト ・

クーチュリエが、我 々の招待に応 じて版画を

制作することで、偉大な先人への称賛の意を、

自らの芸術言語で表現 したとい うことを。こ

れ ら5点 のオ リジナル版画 は、我 々の研究書

の豪華版 に収録 され、新 しくて独創的な方法

でロダン礼讃を形成 しています。けれ ども、

ロダンについて何で もご存 じの貴殿は、その

ことを見出す労を取 らなかったのです。

　 ジアヌは同 じ出版社か ら刊 行 されていた画集

「偉大 な彫刻家 シリーズ」の執筆 を行 っていた。

単著 として 『ブランクーシ』（1963年）、『ザツキン』
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（1964年 ）、『ヘンリー ・ムア』（1968年）、 『アダム』

（1968年 ）、『ラルデラ』（1968年）、『クーチュリエ』

（1969年 ）、『エティエ ンヌ・アジュ』（1972年）、『ジ

ャン ・アルプ』） （1973年）、『ア ントワーヌ ・ポン

セ』（1975年）、共著 として 『ブールデル』（1965年）、

『ロダン』（1967年）、『ジリオリ』（1971年）、『マル

タ ・パン』（1974年）、『ヴィットリオ ・タヴェルナ

リ』（1974年） などがあげられる。版を重ねている

もの も多 く、人気のあるシ リーズだったことが推

察で きる。 このなかには、ジアヌか らの版画制作

に応 じた彫刻家5名 の名前 も認 められ、この書籍

が刊行 された時期 に彼 らが 「偉大な彫刻家」とし

て認識 されていたことがわかる。

　 ジアヌが 『ロダン』で用いた構成は必ず しも独

自の ものではな く、シ リーズ内で くり返 し使われ

ていた。そのため、エ ルセ ンか ら痛烈な批判を受

けることは想定外だったのか もしれない。いずれ

にせ よ、 ジアヌが5点 のオ リジナル版画 を豪華版

の特長 と認識 していたことは確かである。

3.2017年 の ロダン

　 1967年 の 『バー リン トン ・マ ガジン』誌上の議

論は、フランスとアメリカの研究者の対立、ベテ

ランと若手研究者の対立 （両者は20歳 ほ どの歳が

離れている）を示 している。エルセ ンと同様のこ

とをルース ・バ トラー も指摘 している17）。1950年

代 にロダン研究 をは じめたバ トラーは、フルブラ

イ トの奨学金を得てパ リに赴いたものの、ロダン

美術館の所蔵するアーカイヴをみることはで きな

かったのである。 この ような状況が変化 したのは

1970年 代 のこと。1973年 に モニ ック ・ロランがロ

ダン美術館の主任学芸員に就任する と、美術館 に

資料室 を組織 し、研究者 に資料 の公開をは じめた。

記録魔 と して知 られるロダンの残 した資料 は膨大

なものだったが、そのおかげで、バ トラーは決定

版 ともいえるロダンの評伝を執筆す ることがで き

た。その後、ロダン美術館は、 ロダンの書簡や素

描や彫刻の 目録を積極的に刊行す るようになる18）。

ゴール ドシデルによるロダン彫刻のカタログ ・レ

ゾネの第一巻は1989年 に刊 行されたものの、彼女

自身が1988年 に没 したこともあ り、二巻 目以降の

刊行は不明である
19）

。

　エ ルセンはスタンフォー ド大学で教鞭 を執 るか

たわら、大学附属のカンターアー トセンターのロ

ダン彫刻庭園の設置にも携わった。 さまざまな展

覧会の監修 もおこなった。た とえば1972年 に ワシ

ン トン、ナショナル ・ギ ャラリーとグッゲンハイ

ム美術館で開催された「ロダンの素描、本物 と偽物」

展
20）

、 1981年 に は ワ シ ン ト ン、 ナ シ ョ ナ ル ・ギ ャ

ラ リーで 「ロダン再発見」展
21）

があげられる。

　 そ して2017年 、 ロダン美術館 は 「キーファー／

ロダン」展 （バー ンズ財団に巡回）を開催す ると

同時に、没後100年 の 特設サ イ トを開設 して さま

ざまな情報 を提供 し22）、ジ ャック ・ドワイヨン監

督の映画 「ロダン カ ミーユ と永遠のア トリエ」の

制作協力 も行った。 グラ ン・パ レでは、ブリュノ ・

アヴェイヤ ンによる映像作品 「デ ィヴィノ ・イン

フェルノ―そ してロダンは 《地獄の門》を創った」

も上映 され、「没後100周 年 ロダン」展が開催 され

た。 ロダンの作 品約200点 に加 えて、ロダ ンか ら

影響 を受けた作家たちの作 品を展示する、この大

規模な回顧展で、 ロダンの革新性 を再考 し、20世

紀美術に与えた影響を提示した
2 3）

。

　本稿では、1967年 に発表された 「ロダンに捧 ぐ」

と題 された5点 の版画作品 を手がか りにするこ と

で、この50年 間でロダンをめ ぐる状況が大 きく変

わったことを確認す ることがで きた。
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